
未来機構行き Fax:045-534-7151 e-mail:minnano@miraikikou.org

市民基礎講座受講申込用紙 ◆申込〆切り：2024年7月9日(火)

※ 申し込みが多数となった場合は、先着順とさせていただきます。

※ 申込欄が足りない場合は、別紙等にて同様の内容を送付ください。

※ 記入いただいた個人情報は当講座の目的以外には使用いたしません。

事務局記入欄

受付日 / 受付No

QRコードからも受講申込みで

きます。
講座・研修ページへ⇒⇒

全員参加による地域未来創造機構(略称:未来機構）事務局
〒222-0033 横浜市港北区新横浜2-8-4 オルタナティブ生活館3F
電話 045-534-7131 FAX  045-534-7151
https://www.minnanomiraikikou.org E-mail:minnano@miraikikou.org

横浜会場

お名前 所属(あれば) お住まいの〒番号 連絡先 tel、e-mail等

●最終日、ご希望の方には、地域活動スタートアップ相談(個別相談・無料)を行います。

市民基礎講座(横浜会場)カリキュラム
日程・場所 区分 テーマ 講師・進行等 ポイント・ねらい

本講座の主旨説明。アンケート配布。

アイスブレイク、受講動機や講座への期待など

講義
意見交換

私たちの生活を取
り巻く社会の現状と
近未来

未来機構理事
大池玲奈氏

進行する人口減少・超少子高齢社会、子どもの貧困、現在そし
て近未来に予測される地域の課題について考えます。

事例共有
意見交換

子どもたちの現状、
ナナメの関係、居
場所の重要性

高橋康子さん(アソシ
エーションてらこや
代表 )

小中学生の学習支援と食育。「てらこや」や「こどもごはん」の
活動を通して感じることはテストの点数や学習の評価など、可
視化できるものばかりが成長ではない・・・ということ。高橋さん
たちの活動を通して子どもたちの現状や大人の関わり(ナナメ
の関係)、居場所の重要性について考えます。

事例共有
意見交換

「たすけて」と言え
る関係をつくる―お
たがいさまのたす
けあいを地域に拡
げる

鈴木奈穂子さん（こど
も食堂ハレの日ケの
日）
高橋郁乃さん
（Hugkumu nannies
はぐくむなにーず）

地域でたすけてと言える関係をつくることが大事と、自宅を開
放して子ども食堂から子どもの居場所を開始。お祝いの日も普
段の日も共に過ごし、季節の行事や食事も経験できるような場
所にとの思いで活動しています。Hugkumu nanniesは、地域の
たくさんの関わりの中で子どもを育てることをめざし、安心と利
用しやすさを両立した乳幼児一時預かりなどを行っています。

グループ
ワーク

地域・生活にある
「自分ごと」につい
てのブレーンストー
ミング

ファシリテーター
鈴木智香子氏
(街カフェ大倉山ミエ
ル)

多世代が気軽に集まり、交流できる街カフェ「大倉山ミエル」、
地域のハブとしてコミュニティ活性化支援も行う鈴木さんをファ
シリテーターに、受講者どうしの交流も兼ね、自らの考えや問
題意識を整理し、自分自身の生き方や今後のライフステージを
イメージします。

3
日
目

8月6日(火)
10：00～12：00

富岡サロンジュピ
のえんがわ

フィールド
ワーク

多世代交流・子育
て支援・・・居場所
やサロンの立ち上
げと運営

富岡サロン ジュピの
えんがわ

2016年3月、横浜市金沢区で駄菓子を核とした、誰でもが立ち
寄れるお茶の間サロンを運営することで、地域住民の多世代
間に渡る交流と、安心して住めるまちづくりをめざすことを目的
に設立。 活動内容：子どもの居場所、駄菓子、多世代交流　子
育て支援。地域との関係づくり、参加を広げる手段、資金や運
営に関わる工夫など。

グループ
ワーク

活動事例紹介＆
講座の振返りと今
後の活動

大倉山ミエル立ち上げの動機や現在の活動、地域での活動事
例などを受け、グループでの自由討議から自分自身の今後の
活動について考えてみます。

プレゼン ひとことタイム
印象に残ったこと、これからやってみたいことなど、ひとことプレ
ゼン

4日目または別日
個別相談
会

1
日
目

7月23日(火)
10：00～12：30
かながわ県民セ

ンター1501

オリエンテーション
主催者

自己紹介

※希望者のみ

2
日
目

7月31日(水)
10：00～12：00
かながわ県民セ

ンター1502

4
日
目

8月22日(木)
10：00～12：00
かながわ県民セ

ンター1502

ファシリテーター
鈴木智香子氏
(街カフェ大倉山ミエ
ル)
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